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不登校対策基本方針
策定の趣旨

２



本市では、「新しい時代をたくましく生きぬく人づくり」を教育目標
に掲げ、児童生徒一人ひとりが自らのよさや可能性に気付き、自己
肯定感を育みながら、多様な人々と協働し、未来を切り拓く力の育
成に取り組んできました。
一方、近年、小・中・高等学校における不登校児童生徒は全国的
に増加しており、その背景や要因は多様化・複雑化しています。本市
においても、不登校児童生徒数は増加傾向にあり、教育における重
要な課題となっています。
不登校支援において重要なのは、単に「学校に登校すること」を目
標とするのではなく、児童生徒一人ひとりが安心して学び、自らの将
来や生き方を主体的に考え、社会的自立へとつなげていくことを支
える視点です。不登校は、誰にでも起こり得るものであり、その状況
や背景を丁寧に受け止め、児童生徒に寄り添った支援を行うことが
求められます。

不登校対策基本方針策定の趣旨

３

＜未来のもりやビジョン＞
守谷市教育目標 ビジョン

2026－2030

01 確かな学力の育成
02 豊かな心を育む教育の推進
03 健康と体力を育む教育の推進
04 地域とともにある学校作り

また、児童生徒が「学びたい」と思ったときに、学校内外の多様
な学びや支援につながることができる体制を、あらかじめ整えて
おくことが不可欠です。 こうした考えのもと、守谷市教育委員会
は、「誰一人取り残されない学びの保障」の実現を目指し、本市
における不登校対策を総合的かつ計画的に推進するため、本基
本方針を策定しました。
本市では、これまでも児童生徒一人ひとりの状況に応じた不登
校支援に取り組んできましたが、不登校児童生徒数の増加や支
援ニーズの高度化を踏まえ、取組の在り方を改めて整理・強化す
る必要があります。
今後は、教育委員会のみならず、市長部局や関係機関・団体等
と連携し、総合的な不登校対策を推進していきます。本基本方針
に基づき、その取組の検証と改善を行いながら、「学校教育改革
プラン」や「未来のもりやビジョン」に位置付けた具体的施策とし
て、不登校対策を着実に実行していきます。

新しい時代をたくましく生きぬく人づくり
～時代の壁を乗り越えて、

守谷はこれからもウェルビーイングな教育を目指します～



第 １ 章

～不登校対策の現状と課題～

４



５

１ 国の動向 文部科学省が実施している「児童生徒の問題行動・不登
校等生徒指導上の諸課題に関する調査」*1 （以下、文部科
学省「問題行動調査」という。）によると、不登校*2児童生徒
数は近年増加の一途をたどり、令和５年度には過去最多と
なるなど、全国的に深刻な状況が続いています。
こうした状況を踏まえ、平成２８ 年には「義務教育の段階
における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する
法律（教育機会確保法）」*3が制定されました。この法律で
は、不登校児童生徒等に対し、国や地方公共団体が多様な
教育機会の確保に努めることが明確に位置付けられていま
す。
さらに、同法に基づき策定された国の基本方針では、「不
登校は取り巻く環境によっては、どの児童生徒にも起こり得
るものとして捉え、不登校というだけで問題行動であると受
け取られないように配慮し、また、児童生徒の最善の利益を
最優先に支援を行うこと」が示されています。

令和元年には、「不登校児童生徒への支援の在り方に
ついて（通知）」（令和元年 10 月 25 日付け元文科初第
698 号）が発出され、「学校に登校するという結果のみを
目標にするのではなく、児童生徒が自らの進路を主体的に
捉えて、社会的自立をすることを目指す必要があること」が
支援の基本的な視点として示されました。
また、令和5年には、「誰一人取り残されない学びの保障
に向けた不登校対策（COCOLOプラン）」が取りまとめら
れ、学びの多様化学校（不登校特例校）の設置促進や、ス
クールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーの配置拡
充、早期把握・早期対応の重要性が示されています。
国のこれらの動向は、不登校を個人の問題として捉える
のではなく、社会全体で支えるべき課題として位置付け、学
校内外の多様な学びや支援を保障する方向へと大きく転
換していることを示しています。

*1 生徒指導上の諸課題の現状を把握することにより、今後の施策の推進に資することを目的に、文部科学省において毎年実施される調査のこと。
*2 「不登校」は、年度間に３０日以上登校しなかった児童生徒のうち、「何らかの心理的、情緒的、身体的、あるいは社会的要因・背景により、児童
生徒が登校しないあるいはしたくともできない状況にある者（ただし、「病気」や「経済的理由」による者を除く。）」と定義されている。

*3 「文部科学大臣は、教育機会の確保等に関する施策を総合的に推進するための基本的な指針を定めるものとする。

参考資料１（P.50)



（１）不登校児童生徒数の推移
【比較：年度別守谷市】

不登校は一部の児童生徒に限られた課題ではなく、学校
全体で対応すべき課題となっています。
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図１ 守谷市における不登校児童生徒数及び出現率

現状

文部科学省「問題行動調査」 における令和6年度の不
登校児童生徒数は227人（小学校97人、中学校130人）
であり、10年前の平成26年度と比較すると、小学校では約
３．７倍、中学校で２．５倍に増加しています（図１）。
不登校の出現率についても上昇が続き、令和６年度は小
学校で2.3５％、中学校で6.8１％です。特に中学校の出現
率は小学校の約２．５倍にあたり、不登校が中学校段階で
顕著に増加しています。

課題

２ 本市における現状と課題

※資料：文部科学省「問題行動調査」
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今後は、不登校児童生徒の増加という「結
果」だけでなく、その背後にある「登校しづらさ
感じている児童生徒」も含め、未然防止及び
早期からの適切な支援を行っていくことが重
要です。

（１）不登校児童生徒数の推移
【比較：全国・茨城県・守谷市】

図2 全国・茨城県・守谷市における不登校児童生徒の出現率

※資料：文部科学省「問題行動調査」
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現状

本市の不登校出現率は全国平均と同程度
で推移し（図２）、増加しています。これは、不登
校を問題行動と捉えず、児童生徒の状況や背
景に配慮する考え方が社会的に定着してきた
ことも一因と考えられます。

課題



８

不登校児童数は、令和５年度、6年度ともに同
じような傾向が見られ、学年が進むにつれ徐々に
増加していきます。特に、小学校４年生を境に、増
加率が高くなり、小学校６年生の割合が最も高く
なります。
令和６年度の小学校１、２年生の不登校児童数
は、令和５年度と比較すると約2倍になっています
（図３）。

（２）不登校児童生徒数
【比較：学年別（小学校）】

図３ 守谷市における学年別（小学校）不登校児童生徒数

現状

課題

令和6年度では、小学校1・２年生の不登校児
童数も増加しており、不登校の低年齢化が進ん
でいます。入学や進級といった環境の変化に十分
対応できないまま、不安や行き渋りが長期化する
ケースも見られることから、幼稚園・保育園等との
接続や低学年段階での早期支援が重要です。

1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計

R5 5 6 11 15 15 23 75

R6 10 13 10 18 21 25 97

合計 15 19 21 33 36 48 172

※資料：文部科学省「問題行動調査」
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小学校段階と比べ、不登校生徒数が増加していま
す。特に中学1年生では、小学校6年生と比較すると増
加しており、進学に伴う環境の変化や学習・生活リズム
の変化による「中1ギャップ」の影響が大きいと考えら
れます。
さらに、中学1年生と2年生と比較すると、約１．６倍に
増加しており、1年生の時の学校生活への不適応状態
が継続し、2年生での不登校状態につながっていると
考えられます。

（１）不登校児童生徒数の推移
【比較：学年別（中学校）】

９

図４ 守谷市における学年別（中学校）不登校児童生徒数

現状

課題

中学校1年生における「中１ギャップ」や環境の変
化による生徒の心身の状況を丁寧に見取り、きめ細
やかな対応が必要になってきます。中学校3年生ま
での継続的で切れ目のない丁寧な支援を行っていく
ことが重要です。

1年 2年 3年 合計

R5 35 58 43 136

R6 28 45 57 130

合計 63 103 100 266

※資料：文部科学省「問題行動調査」
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欠席日数別では、中学校において不登校の長期化が顕
著です。中学校では「90日以上欠席」の生徒が約７割を
占めており、欠席が長期化しやすい傾向が明確です。
特に令和5年度には、中学校における９０日以上の欠席
者数が小学校の約２．５倍となっており、不登校が一定期
間を超えると、再登校や学習の再開がより困難になる状況
がうかがえます（図５）。この背景には、思春期特有の心理
的要因に加え、学習内容や評価への不安、将来への見通
しのもちにくさなどが重なり、問題が複雑化・固定化しやす
い中学校段階の特性があると考えられます。

図５ 守谷市立小・中学校における年間３０日以上欠席の不登校児童生徒数

10

（１）不登校児童生徒数の推移
【比較：欠席日数別】

現状

課題

中学校段階において、欠席日数が90日以上という更な
る長期化への対策を強化するとともに、継続的に関わりを
続ける支援体制の構築が不可欠です。

※資料：文部科学省「問題行動調査」

小学校 30日～89日 ９０日～ 合計

R5 ３６ ３９ ７５

R6 ５４ ４３ ９７

合計 ９０ ８２ １７２

中学校 30日～89日 ９０日～ 合計

R5 ３８ ９８ １３６

R6 ５８ ７２ １３０

合計 ９６ １７０ ２６６



不登校の要因は、単一の理由で説明できるものではあ
りませんが、国および本市の調査結果から、一定の傾向は
見られます。文部科学省「問題行動調査」と同様、本市
「不登校等調査」においてもその主たる要因として「無気
力・不安」が多く挙げられ、不登校が心のエネルギーの低
下や心理的負担と関係していることが考えられます（図
６）。
小学生では、「入学・転編入学・進級等の不適応」や
「家庭の生活環境の変化」など、環境変化に起因する要
因の割合が高く見られます。これは、生活環境や人間関係
の変化に対する不安が、登校しづらさにつながりやすいこ
とを示しています。一方、中学生では、「やる気が出ない」と
「無気力・不安」、「家庭内の不和」に関する要因の割合
が高く、心理面・生活面の課題がより顕在化しています。

図６ 令和６年度守谷市立小中学校における不登校の要因（主たるもの）（２）不登校の要因
【比較：小学校・中学校別】
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11※資料：守谷市「不登校等調査」

※本人や保護者の相談により把握した事実

現状

課題

このことから、不登校支援においては、小学校段階で
は環境調整や安心できる関係づくりを重視し、中学校段
階では心理的な不安や無気力に寄り添った継続的支援
を行うなど、発達段階に応じた支援の工夫が必要です。



アンケートから、「登校しづらい」と感じたきっかけとして、
小・中学生ともに最も多かったのは「友だちのこと」、次いで
「クラスの雰囲気」が挙げられています。 このことから、学校
生活における人間関係や集団環境が、児童生徒の心理的
負担に直結している実態が明らかになりました（図７）。
特に小学生では、「友だちのこと」を挙げた割合が中学
生の１．５倍となっており、対人関係のつまずきが、そのまま
登校意欲の低下につながりやすい傾向が見られます。
一方、中学生では、 「家の方が面白い」「体調」などの
回答割合が小学生より高く、思春期特有の心理的変化や
生活リズムの乱れが影響していると考えられます。
また、「勉強」や「学校生活（授業・宿題等）」をきっかけ
として挙げる児童生徒も一定数存在しており、学習内容や
進度への不安が、登校しづらさの一因となっています。

図７ 【児童生徒】守谷市「登校しづらい」と感じたきっかけ（２）不登校の要因
【登校しづらさのきっかけ】

12※資料：守谷市「児童生徒アンケート」
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5.2%

2.3%

2.9%

1.5%

0.0%

8.5%

19.9%

13.8%

11.9%

13.1%

13.7%

9.1%

5.8%

4.1%

2.9%

2.2%

0.9%

2.6%

0.0% 5.0% 10.0%15.0%20.0%25.0%30.0%35.0%

友だちのこと

クラスの雰囲気

勉強（難しい、面白くない）

体調（起きられない、病気、けがなど）

家の方がおもしろい

先生のこと

学校生活（給食、宿題、授業、学校行事など）

家族のこと

学校のきまり（校則、制服）

インターネット、ゲーム、動画、SNSの影響

部活

その他

小学校：％ 中学校：％
未然防止の観点から、人間関係への配慮や安心でき
る居場所としての学級経営の工夫、個々の理解度や状
況に応じた学習支援を行うことが必須です。

現状

課題

家の方が面白い



アンケートから、「登校しづらいと感じたきっかけ」と「欠席
が継続し不登校に至る要因」は、必ずしも同一でないことが
分かります（図８）。
小学校・中学校共に、登校しづらいきっかけとして「友だ
ちのこと」「クラスの雰囲気」「勉強」など、学校生活におけ
る具体的な出来事が多い一方、不登校が継続する要因とし
ては、「不安」「やる気がでない」など、心理的な要因が中心
となっています。

図８ 守谷市「登校しづらいきっかけ」と「不登校が継続する要因」

13

第１位 第２位 第３位

小学校
「きっかけ」

友だちの
こと

クラスの
雰囲気

勉強

小学校
「不登校要因」

不安 やる気が
でない

不適応

中学校
「きっかけ」

友だちの
こと

クラスの
雰囲気

家の方
がいい

中学校
「不登校要因」

やる気が
でない

不安 生活リズム

※資料：守谷市「不登校等調査」

現状

課題

不登校支援においては、初期段階では人間関係の調整
や環境改善などの対応が有効である一方、長期化した場
合には、心理的な不安や無気力に寄り添い、安心して過ご
せる居場所や関係性を継続的に支える支援が必要です。児
童生徒の状況や段階を見極め、画一的な対応ではなく、不
登校のフェーズに応じた柔軟な支援や対人関係の改善など
の「環境調整」、長期化しているケースでは「心理的不安」
や「無気力」への理解など、フェーズに合わせた多角的なア
プローチが必要です。

（２）不登校の要因
【きっかけと継続の関係性】



児童生徒が感じている「登校しづらさ」と、保護者が捉
えている要因には共通性があります（図９）。 最も多く挙
げられたのは、「友だちのこと」、「先生のこと」「クラスの雰
囲気」が続きます。これは、児童生徒アンケートの結果（図
8）と一致し、学校における人間関係や学級の雰囲気が、
保護者から見ても最も明確なサインとして捉えられていま
す。
また、「勉強」や「学校生活全般」、「体調」といった項目
も一定の割合を占め、保護者は、学習面の負担や生活リズ
ムの乱れが、登校しづらさにつながっていると考えていま
す。
一方で、「家の方がおもしろい」「インターネット・ゲーム」

など、家庭内での過ごし方に関する要因は低い割合にとど
まっており、保護者は、登校しづらさの主因を「本人が原
因」ではなく、「学校環境への適応の難しさ」として捉えて
いる傾向が見られます。

図9 【保護者】守谷市「登校しづらい」と感じたきっかけ

14※資料：守谷市「保護者アンケート」

保護者回答（複数回答）

30.2%

15.2%

13.7%

9.7%

8.1%

5.7%

5.4%

2.1%

1.9%

1.1%

0.4%

6.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

友だちのこと

先生のこと

クラスの雰囲気

勉強（むずかしい、おもしろくないなど）

体調（起きられない、病気、けがなど）

学校のきまり、校則、制服など

給食、宿題、授業、学校行事など

家の方がおもしろい

家族のこと

インターネット・ゲーム・動画視聴・SNSな…

登校班

その他

現状

課題

児童生徒への直接的な支援に加え「学校環境への適
応」等、保護者が不安や悩みを早期に相談・連携できる体
制を整えることが必要です。

（２）不登校の要因
【児童生徒と保護者の意識】
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図10 【児童生徒】「登校しづらい」と感じたことはあるか

図1１ 【保護者】お子様が「登校しづらくなった」ことはあるか

27.4

%
72.6

%

小学校

ある ない

23.3

%

76.7

%

中学校

ある ない

29.2

%
70.8

%

保護者

ある ない

「児童生徒アンケート」では、「学校に登校しづらいと感じたこ
とはある」と回答した割合は、小中学生ともに約4人に1人となっ
ています（図１０）。
「保護者アンケート」では、「子どもが登校しづらくなったこと
がある」と回答した割合が、児童生徒の回答をわずかに上回っ
ています。これは、保護者が、子どもの変化や行き渋りのサインを
敏感に察知していると考えられます（図１１）。

※資料：守谷市「児童生徒アンケート」

※資料：守谷市「保護者アンケート」

現状

課題

「登校しづらさ」という心理的な負担を抱えている児童生徒
は、小学校段階から一定数存在しており、児童生徒が不安や悩
みを一人で抱え込む前に、相談につながる仕組みや、安心して
気持ちを表現できる環境を整えることが、不登校未然防止につ
ながります。
また、 「子供への直接支援」と並行して、「悩みを抱える保護
者への情報提供や相談支援」を強化し、保護者が孤立せず、適
切な段階で専門機関や学校とつながれる体制づくりが、不登校
の未然防止に向けて重要であると言えます。

（２）不登校の要因
【児童生徒と保護者の意識】
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図12 【児童生徒】「登校しづらい」と感じた時期について

図1３ 【保護者】お子様が「登校しづらくなった」ことはあるか

支援にあたっては、保護者が敏感に反応する「低学年時の不安」への
ケアとともに、学年進行に伴い見えづらくなる「本人の内面的な悩み」を
早期に共有できる体制づくりや小学４年生段階における個別の学習援
助が重要です。

7.8%

6.8%

13.7%

21.1%

16.2%

8.9%

15.5%

6.8%

3.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

小1

小2

小3

小4

小5

小6

中1

中２

中3
※資料：守谷市「児童生徒アンケート」

17.7%

16.3%

10.7%

17.4%

12.9%

9.3%

9.6%

4.7%

1.4%

0% 5% 10% 15% 20%

小1

小2

小3

小4

小5

小6

中1

中２

中3
※資料：守谷市「保護者アンケート」

児童生徒自身が感じた「登校しづらい」時期は、小学校3年生以降
に増加し、4年生で最も高くなっています。これは、学習内容の難化や
人間関係の広がりなどにより、心理的な負担が増す「10歳の壁」の影
響が表れています（図12）。 中学校では、中学1年生で「登校しづら
い」と感じた割合が最も高く、小学校6年生から急増しています。進学
に伴う環境や生活リズムの変化、学習の難化などが重なり、「中1
ギャップ」が顕著に表れています。
「保護者アンケート」では、小学校低学年において高い割合が示され
ており、入学直後の行き渋りや不安を、保護者が早期に察知している
実態がうかがえます（図１３）。 小学校４年生での数値も高く、学習・人
間関係が複雑化する「10歳の壁」が親子共通の課題となっています。
中学生では、 １年生が急増しているのに対し、保護者の回答は9.6%
に留まっています。中学生になると、保護者からは子どもの内面の変化
が見えにくくなっている可能性が推察されます。

現状

課題

（２）不登校の要因
【「登校しづらい」と感じた時期】



不登校児童生徒に対し、学校内外の多様な機関
や専門職と連携しながら支援を行っています。
小学校においては、スクールカウンセラやスクール
ソーシャルワーカー、教育相談員などの専門職によ
る対人支援が活用され、外部機関と連携した支援
が行われています。また、学校外の資源も活用され
ています。
一方、中学校では、校内フリースペースや養護教
諭による支援など、学校内の環境を生かした支援が
中心です。教室に入ることが難しい生徒にとって、校
内に安心して過ごせる居場所が確保されていること
が支えとなっています。

図14 令和６年度学校内外の機関等で専門的な相談・支援を受けた
不登校児童生徒の割合

17※資料：守谷市「不登校等調査」

5.5%

5.5%

1.0%

0.0%

8.7%

7.6%

5.4%

15.2%

34.9%

13.0%

3.2%

9.8%

0.0%

0.9%

0.0%

9.9%

2.3%

5.4%

21.5%

19.7%

25.1%

5.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

①教育支援センター

②教育委員会及び教育センター等、教育委員会所管の機関（①

除く）

③児童相談所、福祉事務所

④保健所、精神保健福祉センター

⑤病院、診療所

⑥民間団体、民間施設

⑦上記以外の期間等

⑧養護教諭

⑨SC,SSW、相談員等

⑩校内フリースペース

⑪①～⑩による相談・指導等を受けていない

小学校 中学校

（３）不登校児童生徒への支援状況

取組

課題

小学校では「人を中心とした支援」、中学校では
「環境を中心とした支援」が中心となり、発達段階
に応じた支援を行っています。一方で、どの支援に
もつながっていない児童生徒が存在しており、中学
校においてその割合が高い状況にあります。これ
は、支援につながりにくいケースが存在することを
示しており、福祉・医療機関との連携など孤立を防
ぐためのさらなる工夫が必要です。



（４）児童生徒・保護者へのアンケート調査
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表１「アンケート」の概要

①調査内容：
「児童生徒が安心して過ごせる学校づくり」
に向けたアンケート

②調査対象：
市立中学校に在籍する小学４年生から中学３年生
までの児童生徒およびその保護者

③回答者数：児童生徒：2,96４人(回答率7９%) 
保護者数：1,145人(回答率31%) 

④回答方法:フォームによるWEB回答
⑤調査期間:令和７年１２月１５日～24日

児童生徒の学校生活に関する実態を把握す
るため、令和７年度、市内小中学校に在籍する
小学４年生から中学３年生の児童生徒および
その保護者に対し、表１のとおり「児童生徒が
安心して過ごせる学校づくりに向けたアンケート
調査」（以下「児童生徒アンケート」「保護者ア
ンケート」という。）を実施しました。
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問１ 「学校生活について」

保護者の回答では、「楽しく過ごせている（だいたいを含
む）」との回答が合計92.3%に達しており、保護者の視点から
も、大多数の子供たちが学校生活を肯定的に送っていると捉え
られています。
児童生徒本人のアンケート結果と比較すると、保護者の肯定
的な評価はわずかに下回っています。これは、子供本人が「楽し
い」と感じていても、保護者の目には学習面や友人関係での小
さな悩み、あるいは家庭での様子から「だいたい（概ね）楽しく
過ごせている」と、より慎重に映っていることを示唆しています。
保護者は子供の様子を多角的に観察しており、純粋な「楽し
さ」だけでなく、学校生活における課題も含めて冷静に評価し
ている傾向が伺えます。

児童生徒の回答では、全体の約95%が学校生活を「楽しく
過ごせている（だいたいを含む）」と回答しており、総じて肯定的
な傾向にあります。しかし、小学校と中学校を詳細に比較すると、
「楽しく過ごせている」の割合は、小学校に対し、中学校ではわ
ずかに減少しています。一方で、「だいたい楽しく過ごせている」
という回答は、小学校から中学校では大きく上昇しています。 ま
た、「あまり楽しく過ごせていない」「楽しく過ごせていない」の合
計は、中学生の方が低く、これは、成長に伴い学校生活への適
応能力が高まる側面を示しています。小中学校ともに高い満足
度を維持していますが、中学生は「楽しさ」の基準に対してより
落ち着いた、現実的な評価を下しています。

56.1
38.4

3.91.6

小学校：％

54.441.3

3.11.2

中学校：％
【児童生徒】

■楽しく過ごせている
■だいたい楽しく過ごせている
■あまり楽しく過ごせていない
■楽しく過ごせていない

※資料：守谷市「児童生徒アンケート」

※資料：守谷市「保護者アンケート」

（４）児童生徒・保護者へのアンケート調査
分析結果

47.944.4

5.1 2.6

保護者：％

【保護者】
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問２ 【児童生徒】学校生活に関する不安や悩みについて

児童生徒の回答では、子どもが成長し、小学校から
中学校へ発達段階が進むにつれて、悩みの質が「身近
な対人関係や漠然としたもの」から「将来を見据えた現
実的・構造的なもの」へと変化しています。
特に、小学校では「悩みはない」が最多ですが、中学
校では「勉強・成績」と「将来のこと」の悩みや不安が
急増しており、これは高校入試や将来の進路選択が、
生活の中でより現実的なものとなり、プレッシャーとなり
始めていることを示唆しています。
また、「生活習慣」が小学校から中学校へ進むにつれ
て、激増しており、部活動の本格化や通塾による生活リ
ズムの変化が、生徒の負担となっている様子が伺えま
す。
一方で、「友だちのこと」は中学生になると減少して
おり、人間関係の悩みよりも、個人の能力評価や進路と
いった自己の課題に意識がシフトしていることがわかり
ます。総じて、中学生は学業や将来という「社会的な自
立」への入り口に立ち、よりシビアな現実に直面してい
ると言えます。

※資料：守谷市「児童生徒アンケート」

24.3

17.1

16.4

16.1

1.1

9.8

7.4

5.2

2.6

18.3

23.9

21.1

10.5

7.8

7.9

7.1

3.2

0.2

0 5 10 15 20 25 30

悩みはない

勉強・成績

将来のこと

友だちのこと

生活習慣

なんとなく不安

気分や体調・健康のこと

家族とのこと

その他

小学校：％ 中学校：％

分析結果

（４）児童生徒・保護者へのアンケート調査
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問２ 【保護者】学校生活に関する不安や悩みについて

保護者の回答で最も多かったのは、「学校での勉強成績」であ
り、次いで「友だちのこと」となっています。「学習面」については、
中学生の回答とほぼ同水準であり、学習環境や成績に対する不
安は親子で共通した不安や悩みであることがわかります。「友人
関係」については、中学生本人の回答では「友だちのこと」は減少
傾向にあるとされていますが、保護者の回答では依然として2割を
超え、高い順位を占めています。これは、多感な時期における人間
関係のトラブルや孤立を、親が敏感に察知し、心配している状況を
反映しています。
また、「将来のこと」も上位に位置しており、中学生と同様、進路
に対する切実な思いが保護者側にも存在します。 「生活習慣」に
ついては、中学生本人の回答を大きく上回っています。部活動や通
塾による多忙な日々の中で、食事や睡眠、スマホ・ゲームなどの時
間管理が適切になされているか、保護者がより危機感を持って見
守っている様子が伺えます。
特筆すべきは、「悩みはない」という回答の少なさです。児童生
徒のアンケートでは小学校段階で「悩みはない」が最多となってい
ますが、保護者の視点では9割以上が何らかの不安を感じていま
す。これは、子供自身が意識していない潜在的な課題（健康面や
将来の選択肢など）も含め、保護者が子供の成長を多角的長期
的な視点で捉えているためと考えられます。

※資料：守谷市「保護者アンケート」

22.6

21.6

19.3

12.3

9.6

7.5

2.9

2.6

1.6

0 5 10 15 20 25

学校での勉強成績

友だちのこと

将来のこと

生活習慣（食事・睡眠・時間の使い方）

悩みはない

気分や体調、健康のこと

何となく不安

家族

その他

■保護者：％

分析結果
（４）児童生徒・保護者へのアンケート調査
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問３ 【児童生徒】不安や悩みがあるときの相談相手について

児童生徒の回答では、「相談相手」として、小中学校ともに
「家族」が多く挙げられています。家族が、子どもにとって最も
身近で安心できる相談先であることがわかります。一方で、学
年が上がるにつれて相談先の傾向に変化が見られ、中学生で
は、「家族」よりも「友だち」に相談すると回答した割合が増加
しています。これは、思春期における自立意識の高まりや、同年
代の仲間との関係性が、心の支えとして重要になっていること
を示しています。
また、「学校の先生」への相談は一定の割合を占めているも
のの、スクールカウンセラーや医師などの専門職、電話相談窓
口の利用割合は高いとは言えず、必ずしも身近な支援につな
がっていない実態が見られます。
近年では、「生成AI」などのデジタルツールを相談先として
あげる児童生徒も一定数存在しており、悩みを身近なデジタル
手段に頼る傾向も見られます。
さらに、「相談しない」と回答した児童生徒も約1割存在して
おり、支援につながりにくい層があることに留意する必要があ
ります。
児童生徒が必要に応じて専門的な支援や大人につながり
やすい環境を整えること、また、相談先や相談方法を分かりや
すく周知することが求められます。

※資料：守谷市「児童生徒アンケート」
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小学校：％ 中学校：％

分析結果

（４）児童生徒・保護者へのアンケート調査
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問３ 【保護者】不安や悩みがあるときの相談相手について

子供の成長に伴う悩みの深刻化に対し、外部の専門機関や学
校組織を頼りにしたい保護者の切実な姿勢が伺えます。最も高
い割合を示したのは「学校の先生（保健室以外の先生）」 、 こ
れに「スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーが続き
ます。 児童生徒、特に中学生が成長とともに友人やAIへと相談
先を移行させる傾向があるのに対し、保護者は問題解決のため
に専門的な知見を持つ窓口を求めています。
また、「市の相談窓口」や「医療機関・専門機関」、「電話相
談」といった公的な外部機関の利用意向も高い水準にあります。
中学生においてこれらの利用率が低下し、デジタルツールによる
補完が進んでいる状況とは異なり、保護者世代は依然として対
面や電話によるフォーマルな支援体制を主な頼りとしています。
特筆すべきは、友人関係への相談割合が極めて低い点です。中
学生の3割以上が友だちを最大の相談相手としている一方で、
保護者は身近な人間関係の中で悩みを共有する機会がほとん
ど持てていない、あるいは「私的な関係では解決できない重い課
題」を抱えている可能性が示唆されます。
「生成AI」を相談相手に選ぶ保護者は、中学生と比較すると
低い数値ですが、依然として「学校の先生（保健室）」を上回っ
ており、一部の保護者においては新しい技術が相談の選択肢と
して入り始めている様子が見て取れます。
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※資料：守谷市「保護者アンケート」

分析結果

（４）児童生徒・保護者へのアンケート調査
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問4 【児童生徒】安心して生活したり勉強したりすることができる
学校環境について

児童生徒の回答では、小中学生ともに、学年が上がるに
つれて求めるニーズが「体験・交流」から「個の尊重・休息」
へとシフトしている傾向が読み取れます。
小中学生に共通して最も高いのは、「友だちと遊べる」と
「ゆっくり休める場所がある」でした。学校が単なる学習の
場ではなく、心理的安全性としての機能を求められているこ
とが分かります。
小学生は中学生に比べ、「体験学習」や「iPad・メタバー
ス」といった、五感を活用した活動やデジタルツールへの関
心が顕著です。また、「先生と話せる」という項目も高く、身
近な大人とのコミュニケーションに安心感を見出しているの
が特徴です。
中学生になると、「ゆっくり休める場所」、「自分の好きな
ペースで学べる」、「一人ひとりに合った勉強ができる」と
いった項目が小学生を上回り、「個としての尊重」や「学習
の自律性」を強く求めています。
このことから、小学生は「活動的な体験や大人との繋が
り」が安心の鍵となり、中学生は「精神的なゆとりや個別の
学習環境」を求める傾向があります。

※資料：守谷市「児童生徒アンケート」

分析結果
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（４）児童生徒・保護者へのアンケート調査
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問４ 【保護者】お子様が「登校しづらくなったとき」学ばせたい場所
について 学びの場については、児童生徒は「心理的安全性」や「個別

のペース」、保護者は「学校内での柔軟な居場所」や「多様な学
びの選択肢」を重視しており、従来の「教室での一斉学習」に縛
られない学びの場を求める声が表れています。
最も高い回答は、「校内フリースペース」、次いで「今通ってい
る学校の教室以外の場所」でした。 これは、児童生徒が求めて
いる「ゆっくり休める場所」や「自分のペースでの学び」という
ニーズに対し、保護者も「学校とのつながりを維持しつつ、教室
以外の安心できる居場所」を望んでいることが分かります。
児童生徒（特に中学生）が「自分に合った勉強」を求めている
ように、保護者の回答も多様化しています。学びの多様化学校や
フリースクール等といった、既存の学校枠組みを超えた選択肢
は、中学生の望む「個としての尊重」や「自律的な学習」を支える
環境として、有力な視点となっています。
児童生徒の発達段階が進むと、「体験・交流」から「休息・個
の尊重」へとニーズが変化し、保護者もまた、「校内の柔軟なス
ペース」と「校外の多様な学び」の両輪を重視しています。
特筆すべきは、「塾」や「図書館」といった学習施設よりも、フ
リースペースや多様化学校といった「個々の状況に寄り添う支援
者がいる居場所」が強く求められている点です。これは、学習環
境において、「心身の安心感」と「個の尊重」が、親子共通の最
優先事項であることを裏付けています。

※資料：守谷市「保護者アンケート」

分析結果
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（４）児童生徒・保護者へのアンケート調査
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問５ 【保護者】学校以外の居場所は、満足する対応ができている

学校以外の特定の「居場所」を利用していない、あ
るいはまだ検討段階にない保護者が「利用したこと
がないので分からない」と答え、全体の約7割を占め
ています。これは、多くの児童生徒が主に学校と家庭
を中心に生活している現状を反映しています。
学校以外の居場所の利用者を対象とした結果内
で比較すると、「十分できている」「ある程度できてい
る」を合わせた肯定的な回答が、「あまりできていな
い」を大きく上回っています。このことから、現在提供
されている学校外の居場所サービスは、利用者の多く
から概ね良好な評価を得ていると言えます。
一方で、大多数が「未利用・不明」であることから、
外部の居場所を必要としていないことや、潜在的な
ニーズはあるが、適切な情報や選択肢にアクセスでき
ていないといえます。
今後は、現在利用していない層に対して「どのよう
なサービスがあれば利用したいか」といったニーズ調
査を行い、学校外の選択肢の認知度向上や、多様な
受け皿の整備を検討することが重要と考えられます。

71.8

12.3

8.4
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保護者：％

■利用したことがないので分からない
■ある程度できている
■どちらもと言えない
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■その他

※資料：守谷市「保護者アンケート」

分析結果

（４）児童生徒・保護者へのアンケート調査
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図１ 守谷市の不登校児童生徒支援施策
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28年度
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令和
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４年度

令和
５年度

令和
６年度

令和
７年度

守谷市総合教育支援センター*5
フリースペース「はばたき」*6

平成28年度～
守谷市総合教育支援センター及び適応指導教室「はばたき」開設

令和7年度
フリースペース
「はばたき」名称変更

アウトリーチ型支援
（家庭訪問）

平成30年度～
支援センター教育相談員による家庭訪問

令和３年度～
市SSW、教育相談員によるアウトリーチ型支援開始

スクールソーシャルワー
カー(SSW）*7配置

令和３年度～
市SSW1名配置

令和６年度～
市SSW4名（各中学区１名）配置

校内フリースペース
（ＦＳ）

令和４年度
校内ＦＳ４中学
校設置・支援
員４名配置

令和5年度
「校内ＦＳ」４小学校・４中学校
設置・支援員８名配置

令和７年度
「校内FS」全校設置
支援員13名配置

不登校支援対策検討委
員会

令和7年度
不登校対策基本方針策定
不登校支援対策委員会発足

本市では、これまで、学校と教育委員会の連携のもと、不登校児
童生徒一人ひとりの状況に応じた多様な支援を行ってきました。
平成２８年度に、守谷市総合教育支援センターを設置してから、不
登校児童生徒を支援するための施策を段階的に講じています。

（１）本市の不登校対策の取組

３ これまでの取組と成果・課題

*5不登校いじめなどで悩んでいる児童生徒、発達障がい等を含め特別な支援を必要とする児童生徒およびその保護者、学校などに対して、専門的かつ積極的な支援を行う場所
*6学校に登校できずに悩んでいるお子さんとその保護者のために、社会性や協調性を養い、自立心を培っていくことを目指した子供達の学校生活復帰を支援する教室
*7市独自に配置(各中学校区1名)している家庭・福祉・医療等の関係機関と学校を繋ぎ、児童生徒を取り巻く環境に直接働きかけながら課題解決を図る教育福祉の専門家



３ これまでの取組と成果・課題
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図２ 不登校対策全体像

不登校対策の概要として、図２に示すように、
①児童生徒の実態把握に努め、関係機関と連
携をしながら、アンケート調査等を定期的に実施
しています。教育相談やアンケート調査等を通じ
て、児童生徒の抱えている問題等を整理し、教育
相談等により児童生徒の不安感を解消できるよ
う取り組んでいます。

守谷市内小中学校
【児童生徒の実態把握】
ア 学校生活に関するアンケートの実施

イ 心の相談アンケートを活用した教育相談の実施

【相談支援】
ア 校内相談ルーム

子どもや保護者が悩みを話せる場「相談ルーム」にＳＣ、

相談員、ＳＳＷなど専門家を配置

イ オンライン相談窓口

いつでも、どこからでも相談できる場として、「学びポケッ

ト、ポータルサイト、スクリレを整備

【心と学びを支える居場所】
多様な理由で教室に入れない児童生徒の居場所「校内フ

リースペース」を設置。支援員を配置し、自主学習等を実施。

守谷市総合教育支援センター
【相談機能（不登校、いじめ、発達、就学等に関すること）】
ア 教育相談員による心理面からの支援：電話・来所・学校相談

イ 言語や発達の遅れ等に関する支援、WISC検査、発達に関する相

談支援

【フリースペースはばたき】
ア 多様な理由で学校へ通えない児童生徒の居場所

イ 体験活動重視型の学習支援

ウ 支援員配置

エ 保護者面談・懇談会の開催

【外部関係機関との連携】
ア 学校や地域、関係機関との連携

市役所内各機関、療育教室、病院、通信制高校等との連携・相談

イ ＳＳＷの活用

守谷市教育委員会

不登校対策検討委員会

相互連携

また、不登校になった場合の対策としては、スクールカウンセラー（県派遣ＳＣ）やスクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の配置、フリー
スペースはばたきや校内フリースペースなど、様々な対策を実施し、児童生徒及び保護者のニーズに合わせた支援を展開していま
す。

（１）本市の不登校対策の取組
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図３ 学校および教育委員会の主な取組

教育委員会においては、教職員の専門性の向上を図る研修を
進めるとともに、市総合教育支援センターを中心とした教育相談体
制の充実、スクールソーシャルワーカーによる家庭訪問等のアウト
リーチ型支援、学校外のフリースペース「はばたき」の運営、オンラ
イン相談窓口の開設など、学校内外をつなぐ支援体制の整備にも
力を入れています。 これらの取組により、本市では、学校・家庭・地
域が連携した多層的な不登校支援体制が構築されつつあります。

学校の主な取組 教育委員会の主な取組

◯児童生徒との信頼関係作り、児童生徒相互の人間関係作り
◯生徒指導の機能・特別支援教育の視点を生かした学級経
営・授業づくり（授業改善）
◯教育相談、校内支援体制の整備・ケース会議の実施
◯教育支援シート作成とそれに基づく支援
◯校内フリースペースの設置・支援員配置
◯ICT活用による個別最適な学びの充実
◯多様な学びの場の確保と評価
◯ 「チーム学校」による支援

◯生徒指導主事及び不登校支援担当者会議や教職員の資質向
上を目的とした研修会の実施
◯守谷市総合教育支援センターにおける教育相談機能の充実
◯教育相談員による学校訪問、市SSWによる「アウトリーチ型支援
（家庭訪問）」を実施
◯守谷市フリースペース「はばたき」設置
◯市費スクールソーシャルワーカー配置
◯校内フリースペースの全校設置・支援員配置
◯県費不登校対策加配教員の活用
◯オンライン相談窓口開設

３ これまでの取組と成果・課題

学校においては、児童生徒との信頼関係づくりを基盤に、発
達支持的生徒指導の視点からの学級経営や授業改善、課題未
然防止教育・課題早期発見対応の視点から教育相談やケース
会議の充実に努めてきました。また、困難課題対応生徒指導の
視点から、教室に入りづらい児童生徒のため、「校内フリース
ペース」を設置し、校内の居場所を確保するとともに、ICTを活
用した個別最適な学びや様々な体験活動に取り組んできまし
た。

（２）学校および教育委員会の主な取組



フリースペース「はばたき」は、学校や家庭以外の居場所
として設置し、不登校児童生徒へ支援をしています。 ここで
は、学校復帰のみを目的とする場ではなく、児童生徒が安心
して過ごし、学びや社会とのつながりをもつための重要な居
場所としての役割を果たしています。

図1５市総合教育支援センターフリースペース「はばたき」通室者数の推移
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３ これまでの取組と成果・課題

現状

課題

小学生の利用者数は比較的少人数で推移しており、近年
では利用者が増加傾向にあり、不登校の低年齢化や、早期
段階からの支援ニーズが高まっています。

「はばたき」の通室利用者数は、全体として中学生が小学
生を大きく上回っており、中学校段階における支援ニーズの
高さがうかがえます。特に、中学生の利用者数は毎年度一
定数を維持しており、長期的な不登校や学校への登校が難
しい生徒にとって、継続的な居場所として機能しています。

【総合教育支援センターフリースペース「はばたき」】
通室状況について

（３）学校内外の具体的な取組



フリースペース「はばたき」を利用した生徒の卒業後の進
路を見ると、多くの生徒が通信制高校へ進学しているほか、
毎年度、全日制高校へ進学する生徒もいます。
このことから、不登校という状況にあっても、適切な支援

や学びの場につながることで、卒業後の進路を主体的に選
択し、次の学びへと進化していくことが可能になります。「は
ばたき」は、単に学校に代わる居場所ではなく、学習の継続
や生活リズムの回復、他者との関わりを通じて、将来に向け
た準備を進める場として機能しています。こうした支援が、進
路選択の幅を広げ、社会的自立への土台づくりにつながっ
ています。

図１６フリースペース「はばたき」通室生徒数（中学３年生）の推移と進路状況
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平成３０年度令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

中学３年生

中学3年生 主な進学先

平成30年度 ２名 通信制高校(1名)、全日制高校(1名)

令和元年度 ３名 通信制高校(2名)、全日制高校(1名)

令和2年度 ６名 通信制高校(4名)、全日制高校(2名)

令和３年度 ８名 通信制高校(3名)、全日制高校(5名)

令和４年度 ７名 通信制高校(6名)、全日制高校(1名)

令和５年度 ７名 通信制高校(6名)、全日制高校(1名)

令和６年度 ５名 通信制高校(5名)、全日制高校(0名)

※資料：守谷市「不登校等調査」

３ これまでの取組と成果・課題

現状

課題

今後も「はばたき」をはじめ、多様な学びの場の改善
を図り、不登校児童生徒一人ひとりの将来を見据えた支
援を継続していく必要があります。

【総合教育支援センターフリースペース「はばたき」】
進路状況について

（３）学校内外の具体的な取組



不登校児童生徒や家庭への支援を強化するため、スクー
ルソーシャルワーカーによるアウトリーチ型支援を実施して
います。
令和３年度に市費スクールソーシャルワーカーを配置し
て以降、家庭訪問や関係機関との調整等の支援件数は
年々増加しています。特に、令和６年度から各中学校区に１
名ずつ配置したことにより、支援件数は大幅に増加してお
り、ニーズの高さが示されています。（図１７）。

図1７ スクールソーシャルワーカーの不登校児童生徒の対応人数および件数

32※資料：守谷市「スクールソーシャルワーカー活動報告」

人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

小学校 16 49 17 145 12 44 106 631

中学校 11 46 11 57 10 45 68 481
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３ これまでの取組と成果・課題

【スクールソーシャルワーカー（SSW）】
対応状況について

アウトリーチ型支援は、不登校の未然防止や長期化の
防止に加え、家庭の孤立を防ぎ、学校・福祉・医療等の関
係機関をつなぐ重要な役割を担っています。今後も、児童
生徒一人ひとりの状況に応じた丁寧な支援を継続してい
きます。

現状

課題

（３）学校内外の具体的な取組



本市では、学校に登校したいが、教室に入ることは難し
い児童生徒のため、校内フリースペースを設置し、校内に
おける「もう一つの居場所」を確保してきました。 令和４年
度に中学校全校設置、令和５年度からは小学校にも段階
的に拡充、令和７年度には全小中学校へ設置が完了して
います。これにより、児童生徒が無理なく学校と関われる環
境が整いました。
校内フリースペースの活用により、欠席が３０日未満にと
どまる割合が増加するなど、登校の継続や不登校の未然
防止に一定の効果が見られます。教室以外の安心できる
居場所があることは、児童生徒の心理的負担を軽減し、学
校とのつながりを保つうえで、重要な役割を果たしていま
す（図１8）。

図1８ 校内フリースペース来室児童生徒数および来室総数
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※資料：守谷市「フリースペース通室調査」

90日以上の長期欠席に至っている児童生徒は依然として多
く、校内フリースペースの利用だけでは対応が難しいケースも見
られます。今後は、校内フリースペースをベースとしつつ、登校支
援コーディネーターを機能させ、教育支援センターの活用やアウ
トリーチ型支援など学校内外の支援をより一体的に結びつけて
いくことが課題です。

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度
１２月末時点

来室
人数

来室
総数

来室
人数

来室
総数

来室
人数

来室
総数

来室
人数

来室
総数

小学校 32 1209 52 3035 79 4414

中学校 ７８ 2365 94 2772 72 2724 49 2531

合計 78 2365 126 3981 124 5759 １２８ 6945

３ これまでの取組と成果・課題

【校内フリースペース】
来室状況について

現状

課題

（３）学校内外の具体的な取組
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図19【市内小中学校保護者へのアンケート調査（令和7年12月実施）】
【保護者】校内フリースペースで大切だと思うこと

保護者が校内フリースペースに求めている役割は、「個人の
尊重」と「心理的なサポート」です。
最も回答が多かったのは「自分の体調やペースで過ごせ
る」、次いで「悩みを相談できる大人がいる」でした。保護者
は、子どもが無理をせず自分らしくいられる環境や、信頼でき
る大人による見守りといったソフト面を最重視しています。
一方で、ソファなどの設備やちょっとした運動といった項目は
優先度が低くなっており、単なる「遊び場」や「休憩室」ではな
く、「教室以外の学びと安心の居場所」としての機能を期待す
る保護者の姿勢が色濃く反映された結果となっています。

※資料：守谷市「保護者アンケート」
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３ これまでの取組と成果・課題

現状

課題

過ごし方のニーズについて、「他者との関わり」を期待する
一方で、「個別学習」や「少人数」であることを求める声もほ
ぼ同等に存在します。この結果を、今度の校内フリースペー
ス運営に反映させていくことが大切です。

【校内フリースペース】
アンケート調査から

（３）学校内外の具体的な取組
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学習支援・多様な学びの場の確保
本市では国の「COCOLOプラン」に基づき、「フリースペースはばたき」や校内フリースペース等の居場所の充実を図ってきました。しかし、不登

校の長期化に伴う学習の遅れや進路確保への対応が困難な状況にあり、オンライン支援やフリースクール等との連携を含めた、学習指導要領に
沿った「誰一人取り残さない学びの保障」に課題があります。既存施設では対応しきれない「学びを求める居場所」の創設、特に、「学びのリス
タート」が実現できる「新たな学びの場」の創設が最も重要な課題として残っています。その実現のために、以下の体制を構築します。

○ 多様な学習形態の導入 ○ 学び直し（リスタート）支援 ○ 「新たな学びの場」の創設 ○ 進路支援の徹底

３ これまでの取組と成果・課題

（４）今後に向けて

③校内フリースペース
校内支援体制の見直し

校内フリースペースの利用者は増加して
おり、生徒一人ひとりの状況に応じたきめ細
かな支援が求められています。
○ 組織的支援の強化
○ 学内リソースの最適化
○ 情報共有の円滑化

①フリースペース「はばたき」
不登校児童生徒への支援体制の構築

不登校児童生徒数は増加傾向にあり、本
人および保護者のニーズは複雑化・多様化
しています。
○ 環境整備
○ 体制強化
○ 人材確保

○ 外部連携

②スクールソーシャルワーカー
組織対応力強化と教職員の資質向上

関係機関と連携し、組織での対応力を強化
するため、教職員とともに以下の研修と組織
的支援を実施します。
○ 実践的研修の実施
○ 専門機関との連携
○ 支援ツールの活用
○ 組織的支援の徹底



第 ２ 章

～不登校対策の基本的な考え方と

具体的な取組～
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守谷市の「教育目標」である「新しい時代を
たくましく生き抜く人づくりを目指して」 を踏ま
え、本市における今後の不登校対策を推進し
ていく上での基本的な考え方として、次に掲げ
る「基本方針」を定めます。

１ 基本方針

◯ 全ての子どもたちの思いに寄り添い、一人
ひとりの可能性を広げる取組を推進します。

◯ 誰一人取り残さず、子どもたちの「安心で
きる居場所・多様な学びの居場所」を確保

し、
社会的自立へとつなげていきます。

基本方針

新しい時代をたくましく生きぬく人づくり
～時代の壁を乗り越えて、
守谷はこれからもウェルビーイングな教育を目指します～

守谷市教育目標

方策１

魅力ある安全・安心な学校づくり
～学びたいと思える場、過ごしたいと思える場を創る～

方策２

複層的な学びの支援
～学びたいと思った時に学びたい場所につながる～

方策３

チームで支え合う支援体制の構築
～コーディネーターを主軸としたしなやかな連携～
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２ 取組の目標・方策・方向性

「基本方針」を踏まえ、
今後の守谷市の進む
べき姿として、不登校支
援の目標の達成に向け
て3つの方策を定める
と共に、その実現に向
けて９つの取組を推進
していきます。

自らの未来・自らの幸せを自らの力で創り上げていく子どもの育成目 標

方 策 取 組

方策１

魅力ある安全・安心な学校づくり
～学びたい、過ごしたいと思える場を創る～

取組１ 児童生徒を主体とした学校づくり
取組２ 誰もが夢中になれる授業づくり
取組３ 安心・信頼できる環境づくり

方策２

複層的な学びの支援
～学びたいと思った時に学びたい場所につながる～

取組１ 心に寄り添うことを基本に
取組２ 柔軟な学びの場の確保
取組３ 学びの内容・方法の柔軟性

方策３

チームで支え合う支援体制の構築
～コーディネーターを主軸としたしなやかな連携～

取組１ チーム援助の充実
取組２ 教育現場のアップデート
取組３ 登校支援コーディネーターの活用
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方策１ 魅力ある安全・安心な学校づくり ～学びたいと思える場、過ごしたいと思える場を創る～

全ての児童生徒が、学校に来ることを楽しいと感じ、多少の困難を乗り越えながらも、日々登校できることを基
本と考えます。そのために、学校は、誰もが、楽しんで・語り合い・尊重し合える環境を整え、学びたい、過ごしたいと
思える場を創り、不登校の未然防止を徹底し、早期支援を行います。

取組１ 児童生徒を主体とした学校づくり

誰もが夢中になれる授業づくり

安心・信頼できる環境づくり

全ての児童生徒が学校に来ることを楽しいと感じることができるように、一人ひとりを主語にする教育活動を実践し、
子どもが自らの可能性を伸ばすことができる教育環境を整備します。

全ての児童生徒が学びたいと思える学び・学びの場となるように、児童生徒が自分の「好き」を発見しながら、自分か
ら・自分のペースで・他者と対話し、支え合いながら、共にに学ぶスタイルを構築します。

全ての児童生徒にとって学校が安全基地となるように、一人ひとりを主語にする教育活動を実践し、
子どもが自らの可能性を伸ばすことができる教育環境を整備します。

【未然防止の徹底・発達支持的生徒指導】

【未然防止の徹底・発達支持的生徒指導】
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【未然防止の徹底・発達支持的生徒指導 早期支援課題早期発
見対応（長期化への対応・困難課題対応的生徒指導）】

取組２

取組３

参考資料2（P.51)



★いじめ・不登校ゼロパック＋★
・いじめ防止プログラム
・きらめきフォーラム
・いじめ・不登校フローチャート

★守谷型ラーニングスタイル★
・生成AI×探究的な学び
＝深い学びへの転換
・さきがけタイム（仮）
・インクルーシブ教育

自他共に尊重できる心の育成を図り、
子どもの小さなSOSも見逃さず確実に
対応します。

誰もが夢中になれる「わかる・楽しい」
授業づくり、学びを実践し、子どもの学ぶ
意欲を高めていきます。

★もりやビジョン★
・「未来の守谷ミーティング」
児童生徒×市長・教育長との対話

・「幸せな学校づくりミーティング」
児童生徒×校長・教職員との対話

対話・話し合いを大切にした実践・支
援・対応を行い、子どもが自らの可能性
を伸ばす力を育んでいきます。

取組１ 取組２ 取組３

児童生徒を主体と
した学校づくり

誰もが夢中になれる
授業づくり

安心・信頼
できる環境
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方策２ 複層的な学びの支援 ～学びたいと思った時に、学びたい場所につながる～

取組１ 心に寄り添うことを基本に

市フリースペース「はばたき」、校内フリースペースにおける活動内容の充実・改善を図り、児童生徒、保護者の思いを
導入した柔軟性のある学びを保障します。

ハイブリッド型不登校対策モデル【本校先行実施型学びの多様化学校＊分校 本校登校支援室「アイリス」設置】
（R8～予定）の構築、実践を通して、不登校児童生徒が学びたいと思ったときに、学びたい内容を学びたい場所につな
ぐことのできるシステムを確立します。

児童生徒一人ひとりが自らの学びを選択・決定するプログラムを作成、実行し、個の特性や能力、興味・関心に基づい
た柔軟な学びを保障します。

全ての児童生徒の学びを保障するために、多様な学び・学びの場を確保し、児童生徒が学びたいと思ったとき
に学びたいと思った場所につながることのできる環境を整え、不登校への早期支援、長期化への対応を行います。

取組３

取組２

学びの内容・方法の柔軟性

柔軟な学びの場の確保

【早期支援・課題早期発見対応長期化への対応・困難課題対応的生徒指導】

【早期支援・課題早期発見対応 長期化への対応・困難課題対応的生徒指導】
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【早期支援・課題早期発見対応 長期化への対応・困難課題対応的生徒指導】



★柔らかな学びプログラム★
・生徒が自らの学びを決める
・多様な体験活動
・失敗や試行錯誤を価値づける
学びの風土の醸成

★ハイブリッド型不登校対策モデル★
・本校登校支援室「アイリス」設置

（R8予定）
・学びの多様化学校（分校）設立

（R10開校予定）

児童生徒の学ぶことへの抵抗をやわ
らげ、学びへの意欲を高めていきます。生徒の「学びたい」という意欲を大切

にし、安心して学びを再開できる場の充
実に努めます。

★市フリースペース
校内フリースペース★

・学びと社会に繋がる居場所
・柔軟性のある学びの場
・新しい学びの場

活動内容の充実・改善を図り、児童生
徒が学びたいと思ったときに、学びたい
場所や学ぶ内容があることを保障してい
きます。

取組１ 取組２ 取組３

心に寄り添うこ
とを基本に

柔軟な学びの場の
確保

学びの内容
方法の柔軟性
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参考資料3（P.52)



多様な学び

・特設教科-探究学習-
・オンライン・コンテンツの配信
・生成ＡI
・メタバースを活用した学び
・学び直し・コース別学習
・体験学習

多様な学び・交流の場

・在籍学校・在籍学級・校内フリースペース
・パイロット校（中学校）登校支援室（R８）
・学びの多様化学校分校（中学校）（R10）
・総合教育支援センターフリースペース「はばたき」
・民間フリースクール
・自宅（オンライン等）
・通信制高校【ほっとあっとStation等の取組】

複層的な学びの支援のイメージ

43



通信制高校
【ほっとあっとStatio等nの取組】

複層的な学びの支援のイメージ

在籍学校・在籍学級

在籍学校
校内フリースペース

パイロット校（中学校・本校）
登校支援室：アイリス（R８）

学びの多様化学校
（中学校・分校）R10

市総合教育支援センター
フリースペース「はばたき」

民間フリースクール

自宅
オンライン

児童・生徒

児童生徒自身が
学び・学びの場を

決める
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方策３ チームで支え合う支援体制の構築 ～コーディネーターを主軸としたしなやかな連携～

取組１
校内だけでの対応では困難な場合、支援を学校内で閉じずに、学校外にある専門機関、地域の方々、民間のフリースク
ール等、守谷市全体で連携して、子どもや家庭を支援していきます。

学びの多様化学校やその取組のノウハウを生かして、校内外における教員研修の充実、オンライン等を活用した効率的
な研修の実施を通して、指導者・支援者の「不登校に対する認識、不登校の要因及び不登校児童生徒への対応」に関す
る意識改革を促進し、学校に閉じない全ての子どもの居場所・学びを保障していきます。

登校支援コーディネーターの育成を図り、その役割を明確にし、学校、学校外の機関等多様な支援者に
よる「チーム」支援体制の構築をはかり、継続的な支援を実施していきます。

児童生徒一人ひとりは、異なる不登校の要因・背景をもっています。「チーム」による校内支援体制及び関係機関、
地域との連携を強化し、全ての児童生徒及びその保護者に応じた切れ目のない支援を実施することで、不登校への未
然防止の徹底、早期支援、長期化・更なる長期化への対応を行います。

登校支援コーディネーターの活用

教育現場のアップデート

取組３

取組２

チーム援助の充実
【早期支援・課題早期発見対応 長期化、

更なる長期化への対応・困難課題対応的生徒指導】

【未然防止・発達支持的生徒指導 課題未然防止教育 早期支援
課題早期発見対応 長期化、更なる長期化への対応
困難課題対応的生徒指導】
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【未然防止・発達支持的生徒指導 課題未然防止教育 早期支援
課題早期発見対応 長期化、更なる長期化への対応
困難課題対応的生徒指導】



★チーム援助体制の構築★
・登校支援コーディネーターの設置
・登校支援コーディネーターと外部機
関コーディネーターのスムーズな
連携

★教職員研修の充実★
・構内外における教員研修の充実、
オンラインを活用した効果的な
研修の実施
・多様な支援者による開かれた援
助チームの構築

登校支援コーディネーターの活用を通
して、チーム援助の強化を図り、効果的
な支援につなげていきます。

「不登校」に対しての意識の改革を図
り、一人ひとりの子どもの実態に即した
支援を行います。

★多様な外部機関との連携★
・総合教育支援センター、のびのび子
育て課、社会福祉協議会、医療、民
間団体、企業等の関係機関との連
携によるきめ細やかな支援
・SSWによるアウトリーチ型支援

チーム援助体制の見える化を図り、子
ども・保護者のニーズに即した
支援を確実に行っていきます。

取組１ 取組２ 取組３

チーム援助のの
充実

教育現場の
アップデート

登校支援コーディネ
ーターの活用
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コーディネーターを核としたチーム援助体制

学 校

支援教室
担当

教職員

担任
子ども

保護者

SC

校内ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ
支援員

SSW

登校支援
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

関係機関

関係機関
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

医療機関

通信制
高校

福祉機関

こども未来部
のびのび子育て課

市
教育委員会
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民生委員

社会福祉
協議会

地 域

企 業

【具体的な取組】

総合教育
支援センター



守谷市・教育委員会、市
立学校、守谷市総合教育支
援センター、家庭、地域、企業
等の社会その他の関係機関
が相互に連携し、複層的な対
策を効果的に推進します。

３ 連携・協力体制

学校運営協議会
コミュニティ
スクール

フリースクール等
民間団体
通信制高校等

保育所
幼稚園 家 庭・

保護者

企業・地域

医療機関等

のびのび子育て課
･子ども家庭センター
・家庭児童相談室

総合教育支援

センター
FSはばたき

教育委員会小中学校
13校

登校支援室
(R８)

学びの多様化学校
（R10）

コーディ
ネーター
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社会福祉協議会

民生委員

児童・生徒

校内フリース
ペース

sc

ssw

【チーム守谷】



取組状況を次の調査等を通じて把
握するとともに、ＰＤＣＡサイクルのマネジ
メントによる評価・改善を毎年度実施し、
より実効性のある対策を目指します。

４ 推進と管理

【調査一覧】
◇［文部科学省］
児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の
諸課題に関する調査

◇［文部科学省］ 全国学力・学習状況調査
◇［茨城県］ 学力診断のためのテスト
◇［茨城県］
不登校児童生徒数の推移調査・不登校児童生徒
への支援状況調査

◇［守谷市・各学校］学校生活のアンケート
◇［守谷市・各学校］学校評価アンケート
◇［守谷市・各学校］進路状況調査

目標指標 現状値
R7

目標値
R12

方
策
１

学校の魅力についての質問に対する肯定的な回答の割
合が８割を超えた項目数

①学校が楽しい
②学習が面白い、楽しい
③友達や周りの人の考えを大切にしてお互いに
協力しながら課題の解決に取り組んでいる
④授業で課題の解決に向けて自分で考え、自分
から取り組んでいる
⑤自分たちの学びや生活をよくするための話合
いや活動に取り組んでいる
（全国学力・学習状況調査①③④ ）

小３項目
中３項目

小５ 項目
中５ 項目

方
策
２

不登校児童生徒のうち学校及び教育支援室やフリース
クール等において相談・指導や支援を受けた児童生徒の
割合
(児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸問題
に関する調査) 

小100 ％
中100 ％

小100％
中100％

方
策
３

中学校卒業時に進路先が決定している生徒の割合
（進路状況調査） 中99.1 ％ 中100 ％
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誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策「 COCOLOプラン」
文部科学省 令和5年（2023）年3月

⇒不登校により学びにアクセスできない子供たちをゼロにすることを目指し、
１．不登校の児童生徒全ての学びの場を確保し、学びたいと思った時に学べる環境
を整える
２．心の小さなSOSを見逃さず、「チーム学校」で支援する
３．学校の風土の「見える化」を通じて、学校を「みんなが安心して学べる」場所
にする
ことにより、誰一人取り残されない学びの保障を社会全体で実現するためのプランを、
文部科学大臣の下、とりまとめる。

○ 今後、こども政策の司令塔であるこども家庭庁等とも
連携しつつ、今すぐできる取組から、直ちに実行。また、
文部科学大臣を本部長とする「誰一人取り残されない学
びの保障に向けた不登校対策推進本部」を、こども家庭
庁の参画も得ながら、文部科学省に設置。進捗状況を管
理しつつ取組を不断に改善。

参考資料
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生徒指導提要 文部科学省 令和４年（2022）年12月

発達支持的生徒指導

課題未然防止教育

困難課題対応的生徒指導

課題早期発見対応

課題予防的生徒指導

不登校に関する生徒指導の重層的支援構造

ケース会議に基づく、不登校児童生徒に対する家庭訪問や
SC・SSW等によるカウンセリング、及び別室登校や校外関係
機関と連携した継続的支援

休み始めの段階でのアセスメント（スクリーニング会議）と、教
職員、SC、SSW、保護者の連携・協働による支援の開始

児童生徒のSOSを出す力の獲得と教職員の児童生徒の変化
に気付きSOSを受けとめる力の向上、及び教育相談体制の充
実

児童生徒にとって学校が安全・安心な居場所となるための「魅
力ある学校づくり」と「分かりやすい授業」の工夫

参考資料
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２



学びの多様化学校

52

参考資料 ３
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１ 国の動向

平成28年（2016年）
「教育機会確保法第１０条」（平成28年法律第105 号） ：不登校児童生徒の状況に応じた

教育機会の確保の必要性を規定

令和元年（201９年）
「不登校児童生徒への支援の在り方について（通知）」：多様な教育機会を確保することの必要性

令和５年（20２３年）
「誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策（COCOLOプラン）」

：児童生徒全ての学びの場の確保、「学びの多様化学校」設置推進

令和８年（20２６年）

守谷市教育委員会は、本方針を策定し、「誰一人取り残されない学びの保障」を実現するための支援体制の構築を目指します。
教育委員会のみならず、関係する市長事務部局や関係機関・団体とも緊密に連携し、総合的な不登校対策の実施に向けた取り
組みを進めていきます。

守谷市不登校対策基本方針
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２ 学びの多様化学校とは

(2)学びの多様化学校（不登校特例校）とは
（１）定義

不登校児童生徒の実態に配慮した特別な教育課程を編成して教育を実

施する指定の学校（学校教育法第１条）を指します。

不登校児童生徒の実態に配慮した特別の教育課程を編成して教育を実
施する必要があると認められた場合、文部科学大臣が学校教育法施行規
則第５６条に基づき（第７９条中学校）、第７９条の６（義務教育学校）、第１
０８条（中等教育学校）において準用、学校を指定し、特定の学校において
教育課程の基準によらず特別の教育課程を編成して教育を実施できる学
校で、国は全国に300校の設置を目指しています。

(1)学びの多様化学校設置に向けた背景
国は、「誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策

（COCOLOプラン）」において、不登校の児童生徒全ての学びの場を確保
し、学びたいと思ったときに学べる環境をととのえることを目指しています。
学びたいと思ったときに多様な学びにつながることができるよう、児童生徒

個々のニーズに応じた学びの場の一つとして「学びの多様化学校」設置を示
しています。

学びの多様化学校 設置状況

（２）設置形態
①本校型・・・・・本校として設置する学校型
②分校型・・・・・本校と分離して設置する分校型
③分教室型・・・・一部の学級のみを多様化学校として設置
④コース指定型・・高等学校において一部コースを学びの多様化学校として指定

●千葉県 ２校 習志野市立袖ヶ浦西小学校 習志野市、浦安市立浦安中学校（分教室）浦安市
●神奈川県 ４校 鎌倉市立御成中学校（分校）鎌倉市 ほか
●東京都 １３校 八王子市立高尾山学園。 八王子市 世田谷区立世田谷中学校（分教室）世田谷区

●茨城県 １校 リリーベル小学校（分教室） 水戸市
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図１【小学校】不登校児童数及び出現率（％）の推移
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図２【中学校】不登校生徒数及び出現率（％）の推移

生徒数 出現率

人数は10年間で3.7倍増加
人数は10年間で２．５倍増加

※資料：守谷市「不登校等調査」

(1)守谷市における不登校児童生徒数及び出現率（図１・２） ※不登校：欠席30日以上

(1) 不登校児童生徒数及び出現率⇒中学校が増加傾向
①不登校児童生徒数
・令和６年度227名（小学校97名,中学校130名）
・令和２年度128名（小学校39名,中学校 89名）から1.8倍増加
② 不登校出現率（令和６年度）⇒中学校は小学校の約2.5倍
・小学校 2.35 ％ ・中学校 6.81 ％

３ 守谷市の不登校児童・生徒の現状と課題

(２) 不登校対策の状況等
①フリースペース「はばたき」
・令和6年度通室者19名（小学校５名,中学校14名）

②スクールソーシャルワーカー
・令和６年度相談人数174名（小学校106名,中学校68名）
➡令和３年度27名(小学校16名､中学校11名)から6.4倍増加

③校内フリースペース利用者
・令和６年度利用者124名（小学校52名,中学校72名）
➡令和４年度78名から1.6倍増加 55

※第1章(3)P.30

※第1章(3)P.32

※第1章(3)P.33

※第1章(3)P.6
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(2)本市において不登校（傾向）にある児童生徒への対応（図３）

【図３】 区 分 対 応 対象人数

□在籍校に行くことができる
□自分のクラスに入ることができる
□休みがち

学級担任等による登校支援 大半

□在籍校に行くことができる
□自分のクラスに入りづらい

校内フリースペース 小６４名
中５２名

□家から出ることはできる
□在籍校に行くことができない
□学校で学び直し、進学の見通しをもちちたい

受け皿がない
想定
３０名
程度*

□家から出ることはできる
□学校に行くことができない
□学校とは別の居場所が必要

フリースペースはばたき
（総合教育支援センター内）

小４名
中１３名

□家から出ることができない SSW、相談員によるアウトリーチ支援など 小中５８名**

*   想定30名程度の根拠：フリースクール通学生12名/130名（不登校生徒数）＝９％、他市の状況など
** SSW、相談員によるアウトリーチ支援などを受けている対象人数は、延べ人数となります。

３ 守谷市の不登校児童・生徒の現状と課題
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段階 【図４】 守谷市内4中学校における全生徒数：1,894（人） 対象生徒数
３０９（人）

1 ほぼ登校でき、在籍校・在籍教室に行くことができている：心理的不安、元気がない 登校しぶる 42

１７６
2 遅刻・欠席がしばしばある：週1日～2日程度の欠席 ５０

3 遅刻・欠席が増えている：週３日（半分）以上の欠席 ８４

4 校内フリースペースへの通室ができている ４６

１１２
5 放課後登校ができている ８

6 学校以外の施設（はばたき【R7:小4名・中13名）】・フリースクール等）への定期的な登校ができている １９

7 学校以外の施設（はばたき・フリースクール等）への定期的な登校ができていないが、外出することができる ３９

8 外出は難しいが、家で家族と関わり、家庭内で落ち着いた生活を送っている ２１
２１

９ 部屋に閉じこもり、家族ともほとんど顔を合わせない。ほとんど自室から出ることができない。生活リズムの乱れ
が大きい

０

総計 ３０９ 309

学びの多様化学校対象（30名程度）＊

家から出ることができ、学校で学びた
い。
学びを保障する公的な受け皿がない

３ 守谷市の不登校児童・生徒の現状と課題

(３)本市内中学校４校において不登校（傾向）にある生徒の状況（図４）
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３ 守谷市の不登校児童・生徒の現状と課題

市内全児童生徒・保護者対象「児童生

徒が安心して過ごせる学校づくりに関

するアンケート(12月実施)」から

図５【児童生徒】 「登校しづらい」と思ったときに、助けてもらいたいことについて（自由記述）

1. 情緒的サポート・傾聴

５６・話を聴いて欲しい
・共感・認めて欲しい
・否定せずに寄り添って欲しい
・励まして欲しい

２．休息・登校の柔軟性

２４・無理に登校させないTで欲しい
・休ませて欲しい
・遅刻や早退を許して欲しい
・自分のペースで登校したい

３．環境・制度の調整

１８・オンラインで授業を受けたい
・１人になれる場所・部屋が欲しい
・登下校時間を変更して欲しい
・少人数クラスにしてほしい

４．対人関係の改善

１８・いじめの解決

・友達との仲直りの手助け

・嫌な人と話して欲しい

・学級の雰囲気を良くしてほしい

アンケートの結果、児童生徒は「話を
聴いてほしい」「否定せず寄り添ってほ
しい」という情緒的サポートを最も強く
求めていることが分かりました。
また、「無理に登校させない」「自分の
ペースで学習したい」といった登校の
柔軟性と環境調整を求める声も多く、
個別状況に応じた選択肢の提供が急
務です。さらに、不干渉を望む声や担
任・親以外への相談ニーズも一定数あ
り、適切な距離感の見極めと相談窓口
の多角化が重要となります。
今後は、指導中心の関わりから、児童
生徒の「理解」と「選択」を尊重し、個々
のペースに伴走する支援体制へのシフ
トが求められます。

(４)本市小中学校における不登校（傾向）児童生徒の意見から

５．学習面での支援

１３・勉強を教えて欲しい
・個別のペースで勉強したい
・厳しい指導をやめて欲しい

６．不干渉・そっとしておく

１２・ほっておいて欲しい
・何も言わないで見守ってほしい
・過剰な反応をしないで欲しい

７．相談先の多様性

７・知らない人と相談したい
・担任や親以外の相談相手が欲しい
・スクールカウンセラーへの相談

８．その他

４２・家庭環境（家族の声の大きさ、習い事等）

・わからない、特になし
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３ 守谷市の不登校児童・生徒の現状と課題

市内全児童生徒・保護者対象

「児童生徒が安心して過ごせる

学校づくりに関するアンケート

(12月実施)」から

図７ 【保護者】学びの多様化学校が
設立されたら通わせてみたいか

65.0 0.9

34.1

保護者：％

■通わせてみたい ■通わせたくない■どちらか分からない

保護者の 「学びの多様化学校に通
わてみたいか」に対しての回答では、「通
わせてみたい」が65％と最も多く、「通わ
せたくない」は、わずか0.9％でした。「新
たな学びの場」として、「学びの多様化学
校」の設立を望み、期待している保護者が
多いことが分かります。

図６【保護者】 学校もしくは登校できるが教室に入
りにくくなったお子様に対する学校や学校以外の機
関・施設による支援全般について（自由記述）

1. 校内支援・環境（フリースペース等）

１８・校内フリースペースの活用
・別室登校の体制
・安心できる居場所の確保
・入り口からの距離など設置場所への配慮

２．学習支援・オンライン対応

１２・学習の遅れへの不安
・オンライン授業の利用・出席使い
・個別の学習支援、５教科別学種の要望
・無理な登校と促さないでほしい

３．教員・専門スタッフ（ＳＣ／SSW）の対応

１５・カウンセラーの質や相性
・スタッフ交代時の引き継ぎ不足
・不登校への理解不足
・先生方への感謝

４．学校外施設（フリースクール等）の充実

１３・守谷市内の施設不足

不登校になった場合にお
いても進学や就業を見据え
た「学習の保障」「個に応じ
た多様な学びの場」を求める
声が中学生保護者から多数
寄せられました（問１）。
「学びたいと思ったときに学
べる環境」の提供については、
現在の不登校対策では補完
できていない、受け皿のない
状況にあります。

(５)本市中学校４校における不登校（傾向）児童生徒の保護者の意見から



３ 守谷市の不登校児童・生徒の現状と課題

(６)「学びの多様化学校」設立に係る保護者アンケート調査から

18.7
14.8

14.1
10.8

8.4
8.1

7.6
7.5

4.7
3.6

1.3
0.4

0 5 10 15 20

自分のペースで学べる

自分の興味関心に合わせて学べる

学習内容の学び直しができる

少人数で学べる

自宅からオンラインで授業を受けることができる

体験しながらの学習が多い

個別学習のスペースがある

地域の方々や様々な分野の専門家など外部講師から…

学びのねらいやスケジュールを自分で組み立てること…

IPadを活用した授業やメタバースを利用した学習が…

1日の授業時間が少ない

その他 ■保護者：％

保護者は、「自分のペースで学べる」、「自分興味関心に合わせて
学べる」、「学習内容の学び直しができる」の回答が多く、子ども一人一
人の思いや状態・学力に合わせた個別最適の学びの実践が期待され
ていることが分かります。また、 「オンライン学習への期待」も多く、子ど
も自らが自分の学びのスタイルを選択できることも重要である。

図８ 「学びの多様化学校」の学習について期待したいこと

24.5

22.9

20.3

12.8

5.2

5.2

5.1

3.2

0.8

0 5 10 15 20 25 30

いつでも相談できるカウンセラー（相談員）がいる

気の合う友だちができる

自分たちで考えながら相談して学校のきまりをつく…

行事などを自分たちで決めることができる

服装を選べる

メタバース上で友だちや先生と会話することができる

机や椅子、設備など学校とは違った雰囲気がある

始まりの時間が遅い

その他 ■保護者：％

図９「学びの多様化学校」の生活について期待したいこと

保護者は、「いつでも相談できる相談員の存在」を最も重視しており、
心理の専門職であるSCへの強い期待がうかがえます。また、校則や行事
の決定に子供が関与することを望む声も多く、児童・生徒が主体となる学
校運営が求められています。学習においては個別最適なペースを重視す
る傾向にありますが、同時に「気の合う友だち」という対人関係の構築も
求められており、自立と協調の両立が必要であると考えられます。
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チーム学校

校長・教頭
教職員・養護教諭・
学校事務職員等

SC・SSW・FS支援員

校内ケース会議

フリースペース
「はばたき」

総合教育支援センター

１次支援
<行き渋りを生み出さない・

未然防止＞

２次支援
<不登校の未然防止
・早期支援＞

３次支援
<切れ目のない学びの提供

長期化への対応＞

４次支援
<相談・連携強化・さらなる
長期化への対応＞

児童生徒全体への
アプローチ

不登校状態への
アプローチ

１次支援：学級担任等による登校支援
○学校内のチーム対応強化（研修、会議、制度周知等）
○スクリーニング会議(アセスメント）等による早期発見・早期対応
○本人・保護者との相談、家庭への働きかけ

２次支援：校内フリースペース等
○学校内のチーム対応強化（ケース会議、ＳＣ・SSW・ＦＳ支援員との連携）
○校内での居場所づくり（学習状況に応じた支援・ICT活用）
○本人・保護者との相談、家庭への働きかけ、多様な関係機関との連携

３次支援：学びの多様化学校（分校）設置（Ｒ10予定）

登校支援室設置（Ｒ８予定）

○学校内外のチーム対応強化（ケース会議、ＳＣ・SSWとの連携）
○柔軟な教育課程・複層的な学びのスタイル・ICTの活用等
○学校以外の施設（はばたき・フリースクール等）、関係機関との連携

４次支援：SSW・相談員によるアウトリーチ支援
○学校内のチーム対応強化（ケース会議、ＳＣ・SSW・ＦＳ支援員との連携）
○社会とのつながりの場の提供（相談機能の重視・家庭訪問等）
○学校・家庭との連携、家庭への働きかけ、多様な関係機関との連携

学びを保障する公的な受け皿がない（Ｒ７現在）

支援の
視点を
周知
＜社会的自
立に向けた
支援＞

○休養時
間としての
意味
○自分を
見つめ直す
等の意味

▲学業の
遅れ
▲社会的
自立へのリ
クスが存在

セーフティネットにつなぐ 中学校卒業前の支援機関
総合教育支援センター／のびのび子育て課・家庭児童相談室等

中学校卒業後の支援機関
総合相談窓口

守谷市不登校児童生徒への支援構想（案）
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4 学びの多様化学校概要案

校内フリースペース・フリースペース「はばたき」学びの多様化学校の違い

区分 校内フリースペース フリースペース「はばたき」 学びの多様化学校

目的 在籍校内での休息・自習 心の安定・社会性の育成 学力の保障・社会的自立

学習内容 自主学習がメイン 体験活動重視の学習支援 柔軟な教育課程

授業時数 在籍校に準ずる 個別の学習状況に応じる 年間８７５時間（約２割削減）

指導体制 市支援員よる見守り 市指導員による支援 ６人の教員(予定)＋市スタッフ

位置付け 学校内の居場所 学校外の居場所 学びのリスタートの場
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4 学びの多様化学校概要（案）

（２）学校の特色（目指す学校像案）
不登校生徒が「自分らしく学び、人とつながり、可能性を広げ
ることができるような学校」とする。自らチャレンジしやすい学校
生活の工夫や自分のペースで学べるような多様な学びの充実
を目指す。

（１）設置目的
学びたい気持ちがありながらも、様々な要因で在籍校に通う
ことが困難になっている生徒のために、授業時間や学習内容な
どを柔軟に対応することができる「学びの多様化学校（分校）」
を設置し、不登校生徒一人ひとりに応じた多様な支援を行い、
学力やコミュニケーション能力を身に付けることにより、社会的
自立（「こんな人になりたい」「こんな仕事をしたい」など、卒業
後、自分の将来をイメージできるまで成長できる）を目指す。

目指す学校像を実現するための特色

【特色１】ゆとりある学校生活・授業時数

〇 年間授業時数（既存中学校は1015時間） ８７５時間（２割減）
〇 登校時刻９：３０（既存の中学校8:20頃）、下校時刻１５：３０に設定
〇 １単位時間４５分（既存中学校は50分）に設定
〇 校則弾力化（校則は設定せず、ルールを決める際は生徒と教師が
話し合い決定）

【特色２】体験や探究を重視した学習活動

〇 各教科等の授業時数の一部を削減した特別教科の新設
〇 授業は「習熟度別」「学年別」「異学年」「全員」など、多様なスタイ
ルで実施。生徒同士の関わり合いや学び合いの場面などを工夫。

○「学び直し（チャレンジ学習）」ができる個別学習の時間を設定。
○ 企業・地域と連携した「体験・探究活動」を設定。実社会で「生きる
力」を育み、「社会的自立」を促す。

【特色３】安心して学校生活を過ごせるサポート体制

〇 授業では複数の教職員が関わるほか、総合教育支援センターと連
携した多様な職種（スクールカウンセラー（ＳＣ）、スクールソーシャル
ワーカー（ＳＳＷ））による面談等の体制を構築し、心理的な不安等
の軽減に努める。

基本姿勢
子どもたちの「学ぶ意志」を大切にする。
□生徒が、学ぶ場所を選択する。
□生徒が、学ぶ内容を選択する。
□生徒が、学ぶ方法を選択する。
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4 学びの多様化学校概要（案）

（３）学びの多様化学校（イメージ）

～１日の流れ～
カリキュラム(例）

登校９：３０

・始業時間を工夫しゆっくり登校

チャレンジ学習午前１校時

・学び直しや検定問題に取り組む

教科等の授業午前２～３校時

・各教科の学習の時間

体験活動・実習午後（９０分）

・特色ある教科の創設

・教科の枠を超えた探究学習、

校外活動含む

下校１５：３０

・終業時間を工夫し早めに下校

自分の未来
なりたい自分へ

・教室以外の
場所での学習

・落ち着ける
場所の確保

・別室での専門
職員との面談

・教職員による
伴走支援
・適切な声かけ

・仲間や地域・企業
の方との交流

・充実した教職員
や専門職員の配置

・始業時間、
終業時間の工夫

・ゆとりある１日の
授業時間設定

・年間授業時
数の削減

・ゆとりある
教室空間

自分で決めた
場所で学ぶ

・教室
・別室

自分で決めた
内容を学ぶ

・所属学年
・学び直し

自分で決めた
方法で学ぶ

・対面
・ICT
・ｵﾝﾗｲﾝ

専門職員と
の面談
・ＳＣ

落ち着ける
場所

・教職員との対話

・休息

学習に向か
えない時は
休息へ

気持ちが整
えば学習へ

生徒への寄り添い

教職員と専門職員との連携
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4 学びの多様化学校概要（案）

（３）学びの多様化学校（分校）のカリキュラム（例）

時 間 カリキュラム 内 容

０９：３０ 登 校 徒歩、自転車、公共交通機関を利用して登校

０９：３０～０９：４０ 朝のホームルーム 出欠・体調確認、１日の予定の確認

０９：４５～１０：３０ チャレンジ学習 学び直しや検定問題、AIドリル等に取り組む

１０：４０～１１：２５ 学び① 各教科の学習の時間

１１：３５～１２：１５ 学び② 学び①又はチャレンジ学習の時間

１２：２５～１３：１５ 昼食・昼休み 弁当各自用意又は給食（※検討中）

１３：２０～１４：５０（９０分） 体験活動・実習 総合・美術・音楽・技術・家庭科又は教科の枠を超
えた探究学習、校外活動含む

１５：００～１５：３０ 帰りのホームルーム １日の振り返り、次の日の予定確認、清掃

１５：３０ 下 校 ※最終下校は１６：００
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（４）学びの多様化学校（イメージ）

4 学びの多様化学校概要（案）

子どもたち一人ひとりのペース・気持ちに寄り添う学校

★安心して学べる「新たな学びの場」
○学びたいと思った時に、安心して学べるように、様々な教室やスペースを活用
して学習できる環境があります。

○市内にあることで、通える範囲内でアクセスできます。
○学びの多様化学校ならではの充実した教員・専門職員の配置を行います。

★特色ある柔軟なカリキュラムで、個々に応
じた学びの実現
○年間の総授業時数を工夫し、ゆとりをもった時間割を設定します。
○一人ひとりの学習状況に合わせた学習をすすめます。
○一人ひとりが、学習したいことをややりたいことを見つけて、目標をもって主体
的に取り組みます。

★「学ぶ」と「働く」をつなぎ、「なりたい自
分」をさがす・めざす
○地元企業と学びの多様化学校が連携することで、地域のよさをいかした
多様な体験活動・実習＊を行います。
＊実験、料理・お菓子教室、スポーツ体験、ものづくり、陶芸体験、イラスト
・WEBデザイン体験、ドローン体験、メタバース企業訪問、まちおこし企画等

○様々な体験活動を通して、将来の夢や目標を描ける機会を設けます。

★地域のみなさんに温かく見守られ、育ま
れる「生きる力」
○地域の多世代の方々との学校内の菜園や学校行事などを通じて、日々の
交流を行います。
○人の温かさに触れることをとおして、コミュニケーション能力や人間関係構
築力、社会性などの育成を図ります。
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4 学びの多様化学校概要（案）

（５）施設等の概要
名称 守谷市立学びの多様化学校分校（仮称）

設置場所 検討中

施設設置 普通教室（３）、実習室（１）、フリースペース、保健室、相談室、配膳室、職員室など

開校時期 令和１０年４月
（不登校生徒数が増加傾向にあることから早急に開校する必要あり）

生徒受入数 学校全体で最大４０名程度
（不登校を経験し、配慮を要する生徒が在籍することから少人数の学級を想定）

学区 守谷市内全域

対象者 ①市内に住民登録のある中学校１～３年生の生徒
②不登校状態又は不登校傾向にある生徒
③学びの多様化学校で学びたいという思いがあり、保護者の理解・協力が得られる生徒
④仮称「学びの多様化就学委員会」で当該校が最適な学びの場であると認められた生徒

人員体制 県費職員(７)：管理職(１)、教員(６)
市費職員(５):スクールカウンセラー(1)、学習支援ティーチャー(３)、事務職員(１)
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4 学びの多様化学校概要（案）

（７）開校までのロードマップ

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

【準備着手】

○施設現状調査
○不登校対策検討委員会発足
○不登校対策基本方針策定
○学びの多様化学校マイスター派遣
○学びの多様化学校（文科省申請）
○教育課程編成

【施設整備】

○施設改修
○制度設計：
学校設置条例の制定
法令審査
文科省との協議（教育課程編成）
ガイドブック作成・ＰＲ
●登校支援教室開設
●特別な教育課程の運用開始

【募集整備】

○施設改修：
物品購入、契約事務、納品・
設置
○募集：
入学説明会、体験入学
学校面談、生徒・保護者面談
検討委員会

○体制構築：
スタッフの任用手続き

４月開校予定

●本校の支援機能を分
校へ移行・拡充

●対象を市内全中学校
へ拡大



すべての児童生徒が自らの未来・自らの幸せを、自らの力で創り上げていくために

～守谷市不登校支援基本方針～

令和 8年 ２ 月 発行

守谷市教育委員会


